
新・生物多様性国家戦略の実施状況の点検結果（第２回） 

 

＜目次＞ 

はじめに 

Ⅰ 「『新・生物多様性国家戦略の実施状況の点検結果（第１回）』を踏まえた施策の方向について（意

見）」の対応状況                                    

１． 点検の方法について                                                                   

（１） 生物多様性上の課題全体の体系的な点検について 

（２） 具体的施策の展開に関する点検結果（個票）について 

（３） 地方公共団体、企業、民間団体の取組について 

２． 関係省庁が実施している環境調査について 

３． 新国家戦略の普及啓発について 

（１） 自然への関心があると回答した割合は約３／４ 

（２） 「生物多様性」の認識度は３割、「生物多様性国家戦略」の認識度は 6.5% 

（３） 自然環境に関する情報の入手経路は①テレビ、②新聞、③雑誌 

（４） 現在進めている取組 

４． 生物多様性の理念についての議論を深めることについて 

 

Ⅱ 地方公共団体、企業、民間団体の取組について 

１． 地方公共団体における生物多様性の確保に向けた取組 

（１） 地方公共団体における自然環境・生物多様性の保全に関する計画の策定状況 

（２） 地方公共団体における自然環境・生物多様性の保全に関する数値目標の設定状況 

（３） 自然環境の保全を図るため横断的な組織を設置している地方公共団体の状況 

（４） 地方公共団体における取組事例～熊本県白川における河畔林保全～ 

２． 企業における生物多様性の確保に向けた取組 

（１） 企業に対する認識の変化 

（２） 企業（建設会社）における取組事例～十勝多自然ネット～ 

３． 民間団体における生物多様性の確保に向けた取組 

（１） 活発化する民間団体の取組 

（２） 民間団体による自然再生に向けた取組調査について 

（３） 民間団体の取組事例～東京湾・横浜のアマモ場再生～ 

（４） 住民参加の事例～松浦川アザメの瀬自然再生事業～ 

 

Ⅲ 生物多様性の危機への対応 

１． 「第１の危機」への対応 

２． 「第２の危機」への対応 

３． 「第３の危機」への対応 

 

Ⅳ 主要テーマ別取扱方針に関する点検結果 

１． 重要地域の保全と生態的ネットワーク形成 
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（１） 重要地域の保全 

（２） 生態的ネットワークの形成 

２． 里地里山の保全と持続可能な利用 

３． 湿原・干潟等湿地の保全 

４． 自然の再生・修復 

５． 野生生物の保護 

（１） 種の絶滅の回避、猛禽類保護への対応、海棲動物の保護と管理 

（２） 野生鳥獣の科学的・計画的な個体群管理システムの確立 

（３） 移入種（外来種）問題への対応 

６． 自然環境データの整備 

（１） 生態学、分類学を中心とした基礎的研究や、関連する応用的研究の推進 

（２） 自然環境保全基礎調査の質的転換 

（３） 情報の共有と公開 

７． 効果的な保全手法等 

（１） 効果的保全のための様々な手法の活用、環境アセスメントの充実 

（２） 国際的取組 

 

Ⅴ 具体的施策の展開に関する点検結果 

１． 国土の空間的特性、土地利用等に応じた施策 

（１） 森林・林業 

（２） 農地・農業 

（３） 都市・公園緑地・道路 

（４） 河川・砂防・海岸 

（５） 港湾・海洋 

（６） 漁業 

（７） 自然環境保全地域・自然公園 

（８） 名勝・天然記念物 

２． 横断的施策 

（１） 野生生物の保護と管理 

（２） 生物資源の持続可能な利用 

（３） 自然とのふれあい 

（４） 動物愛護・管理 

３． 基盤的施策 

（１） 生物多様性に関する調査研究・情報整備 

（２） 教育・学習、普及啓発及び人材育成 

（３） 経済的措置等 

（４） 国際的取組 
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